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参
加
し
ょ
う
！

村
民
体
育
祭

日
時
　
七
月
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
半
　
開
会
式

場
所
　
田
沢
（
中
）
グ
ラ
ン
ド

☆
参
加
者
を
六
チ
ー
ム
に
編
成
し

　
て
行
い
ま
す
。

☆
家
族
そ
ろ
っ
て
、
オ
ニ
ギ
リ
を

　
も
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。

ワ
献
血
に
ご
協
力
を

日
時
　
七
月
十
三
日
（
月
）

　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

　
　
　
午
後
一
時
～
午
後
三
時

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
i

☆
あ
な
た
の
献
血
が
人
の
命
を
救

　
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

　
の
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

“
危
な
い
”
”

サ
｛
レ
ン
が
鳴
ヴ
だ
ら

避
難
し
で
ノ
　

ノ
！

本
格
的
な
夏
を
む
か
え
、
各
地

で
水
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ

ム
放
流
に
よ
る
河
川
の
水
難
事
故

防
止
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
ダ

ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
は
事
前
に

警
報
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
安
全

な
場
所
に
避
難
し
て
下
さ
い
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
特
に
増
水

が
早
い
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

一
、
台
風
等
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
増

　
水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と

　
き
〇

二
、
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め

　
調
整
池
の
水
を
余
水
路
か
ら
、

　
信
濃
川
に
放
流
す
る
と
き
。

★
子
供
た
ち
だ
け
の
川
遊
び
は
、

　
非
営
に
危
険
で
す
の
で
、
十
分

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

交
鍾
瀞
趣
鯉

相
叢
騒
懲
羅
繧
に

傷
ま
し
い
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
毎
日
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
保
険
契
約

の
内
容
も
多
様
化
し
、
事
故
の
原

因
も
複
雑
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
保
険
を
利
用
し
て
の
解
決
に
困

っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

日
本
損
害
保
険
協
会
「
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て

交
通
事
故
に
よ
る
自
賠
責
、
任
意

を
問
わ
ず
自
動
車
保
険
の
請
求
手

続
や
解
決
方
法
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
か
ら
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所

　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
6
全

　
新
潟
自
動
車
保
険

　
　
　
請
求
相
談
コ
ー
ナ
i

相
談
時
間

　
平
日
　
午
前
九
時
半
～

　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
半
ま
で

　
土
曜
日
は
正
午
ま
で

弁
護
士
相
談
日

　
毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

溜
騰態涜へ

　
　
に
働
礁
痴
爆
、
薦
の
融
資
～

　
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保

証
に
よ
り
、
労
働
組
合
の
な
い
職

場
の
方
も
労
働
金
庫
か
ら
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

qD

暮
ら
し
の
ロ
ー
ン

　
融
資
金
額
百
万
円
迄
。
返
済
五

　
年
以
内
（
無
担
保
）

働
住
宅
ロ
ー
ン

　
融
資
金
額
二
千
万
円
迄
。
返
済

　
二
十
五
年
以
内
（
家
・
土
地
担

　
保
）

翁
多
目
的
ロ
ー
ン

　
融
資
金
額
八
百
万
円
迄
。
返
済

　
二
十
五
年
以
内
（
不
動
産
担
保
・

　
要
保
証
人
一
名
以
上
）

◎
詳
し
く
は
労
働
金
庫
十
日
町
支

　
店
（
〇
二
五
七
五
－
七
－
八
三

　
〇
〇
）
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

社
譲
を
。

明
る
く
ず
る
蓮
動

“
七
月
一
日
～
三
十
一
日
“

　
こ
の
運
動
は
、
法
務
省
の
主
唱

に
よ
り
行
な
わ
れ
、
す
べ
て
の
国

民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
進
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

ん
〈
三
日
は
し
か
〉
に

し風
一
注
意
し
さ
よ
う
。
．

　
す
で
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
報
じ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
年
は
風

し
ん
の
大
流
行
の
き
ざ
し
が
あ
り

ま
す
。
妊
産
婦
が
風
し
ん
に
か
か

る
と
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
（

先
天
性
累
常
）
が
起
こ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
今
ま
で
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た

　
こ
と
の
な
い
人
で
、
妊
娠
ヂ
定

　
者
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け

　
る
と
き
次
の
三
点
に
注
意
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　
風
し
ん
に
か
か
っ
て
い
る
人

　
　
と
な
る
べ
く
接
触
を
さ
け
る

　
　
こ
と
。

2
　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る

　
　
前
一
ケ
月
間
は
避
妊
の
必
要

　
　
が
あ
り
、
接
種
後
も
少
な
く

　
　
て
も
二
ヶ
月
間
は
避
妊
の
必

　
　
要
が
あ
り
ま
す
。

3
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
前

　
　
に
医
療
機
関
で
充
分
相
談
を

　
　
受
け
て
か
ら
、
接
種
を
受
け

　
　
て
く
だ
さ
い
。

り
人
。
行
に
に
れ
致

よ
観
す
り
務
様
し
い

分
参
ま
通
事
皆
も
願

30

　

い
常
挙
の
か
お

時
が
て
平
選
民
る
を

7
す
れ
は
が
住
す
力

後
ま
さ
務
員
、
け
協

午
れ
限
事
職
め
か
ご

日
わ
制
場
、
た
お
、

17

行
に
役
が
る
を
が
。

　
　
　
人
の
す
す
惑
ん
す

洋大純卓崖人
介輔ヂ児
　　　まハ　ハ　ノコ
笛麟憎＊生

響磁往
鯨禦荒来
溝町寺屋

＊
高
　
砂
＊

｛
　吉

田
　
　
晃
　
25
　
卜
H
町
市

　
羽
鳥
　
好
美
　
2
3
　
新
屋
敷

｛　村
山
　
久
春
　
27
　
宮
　
　
中

　
吉
楽
百
合
ヂ
　
2
5
　
卜
日
町
市

＊
昇
　
天
＊

鈴
木
源
二
郎

岡
村
　
チ
ヨ

阿
部
マ
サ
ノ

L
村
　
勇
吉

羽
鳥
　
ヒ
メ

89　65　69　74　86

本通高山倉
屋り道
勇父　山　l　lj　山奇　｛昊

7月17日農業委員

選挙の投票日です
■投票所

入場券に印刷してありますが

前回の投票所と変るところが

　ありますので、御注意下さい。

■不在者投票

　　＜7月10日～16日まで＞

投票日に都合でどうしても投

票所に行けない人は、印鑑を

　持参の上役場の第一委員会室

　までおいで下さい。

■開票（選挙会）

　開票は17日午後7時30分より

　役場で行われますが、参観人

　は50人に制限されています。

★17日の役場事務は平常通り行

　いますが、職員が選挙事務に

　従事するため、住民の皆様に

　ご迷惑をおかけするかもしれ

　ませんが、ご協力をお願い郵

　します。

編
集
後
記

さと傾
　　　もや〆し　丸む
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い
な

地ズ　ζ．λ
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」噸ン
　ご
　　　　一．　　、1

　　　）

　　C

☆
清
津
峡
ま
っ
り

⊥
懸
V
等

＋
九
⊥
鰹
ヤ

☆
苗
場
村
民
登
山

　
七
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日

　
高
山
植
物
の
群
生
す
る
お
花
畑

　
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
詳
し
く
は
清
津
山
の
会
ま
で
。

　
（
a
二
八
二
二
井
ノ
川
真
）

☆
今
月
号
か
ら
、
村
史
編
さ
ん
の

　
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

　
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

欝雛
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＊成人式を迎える1今回・インタビーとハガキアンケ

中里村の住みごこち人％楡論婆腹鵬ち
　　　1こっし、て　 た髪った訳です斌雪が降らなけれ
　　　　　　　　　　　ち1ば良し、ところだと思って㌧、る

アンケート調査を実施しに1人が大半でした．若い人の

　　　その結果を　　　　　多交流の場所がなし、、若し、

　まとめてみました。

（対象響i翻欝33名）＊

1．中里村に将来とも住み続け

　たいですか？
（1）是非住みたい…・……・・6％多

（2）できれば住みたい…・・…　46％

（3）できれば住みたくない…・39％　1

（4万主みたくない…・・……・6％

（5）無回答…・　　　　　　3％肇

蓼人の働く場所がないと
多
・いう意見が多く聞か多

妻れました。
……

蓼
多

妻
妻

妻

多

一2◎翻9 冬の交遍の確俣と

慮汎就B
　　　7刷◎回思す
今年成人式を迎える人たちに、中里村
の住みごこちについてインタビューを
してみました。

　　　　　一インタビュー事項

　　　　①中里村の住み心地②中里村に将

　　　　　来とも住み続けたいですか。

　　　　　　　③今中里村に一番欲しい施設

2．中里村は住みやすいと思い　多

　　　　　　　　　　　　　　多
　ますか？　　　　　　　萎
　（1》非常に住み良い…一・…・9％　多
謙禦1：：：・：・：・：：：1繋

　　　　　　　　　　　　　　ミ

3・中里村で一番良いと思う事　萎

　を一つ上げて下さい。　　　　　孝

i灘1藩：：：鞭

・運動がさかんだ・一…3％1

　●他人に干渉しすぎる……3％　多

・無回答一…一鰯1

　　　　　　　　　　　　　　多
4．中里村で一番悪いと思う事　　　　多
　　　　　　　　　　　　　　多
を一つ上げて下さい・　　1
　●冬場の交通の便が悪い…・31％　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　多
　●雪が多い…・　　　　　・12％　萎

　●遊びに行くところがない・・9％妻

　●働く場所がない………　6％　多
　　　　　　　　　　　　　　萎
　●公共施設が少ない…・　6％　’
　　　　　　　　　　　　　　多
　●若者の交流の場がない・…3％　多
・飲酒運転が多い一一・3％妻

　●飲食店が多い……・…・3％　妻
　●幼稚園がない……　　　3％　多
．名物がなし、．．．．．＿　3％1

　　　　　　　　　　　　　　多
　●無回答・……・…・　　・21％　多
　　　　　　　　　　　　　　多
　　　　　　　　　　　　　　妻
5．次の施設の中で一番必要な　　　　多

施設を一つ選んで下さい。　1

　（1）村民体育館・……・　一70％　1

　　　　　　　　　　　　　　ヨ　（2）村民プール…・…　　　　6％　肇

騰騨』●：’膿
　　　　　　　　　　　　　　づ　（5）その他　　　　　　　　　多
　　　　　　　　　　　　　　ク　　村民会館……　　　　　3％　多

　　公園一一　　6％1
　　現状のままでよい…・…　3％　多

清滝和子
東田尻（会社員）

①そんなに住みにくい

　とは思いませんけど

　冬になると交通の便が悪くていやです

　ね一。

②十日町あたりに住みたいですね。

　若い人の働く場所がないから………。

③家族みんなで楽しめるような公園があ

　ればよいと思います。

渡　辺　　浩
高道山（会社員）

①まあ住みよいと思い

　ます。水はうまいし

　空気もきれいだし。

②長男ですし、これからもず一っと中里

　村に住むつもりです。高校を出たばか

　りの時には他へ出たいと思ったけど・・レ

③スポーツっていいですよ一、体育館が

　あればいいと思います。

広田正実
　小原（学生）

①あまり良いと思いま

　せん。半年以上雪で

　生活しにくく、若者に適した職場がな

　いo
②今は住みたいと思わないけど、ある程

　度年をとったら住みたい。　　　若い

　者を引きつける魅力がないよ。

③若者が集って交流できるような施設、

　観光施設を整備して客をもっと呼べる

　ようにしてもらいたい。

滝沢明美
　荒屋（会社員）

①とても自然に恵まれ

　ていて住みやすいと

　思います。この環境をいつまでも大切

　にして欲しいです。

②できればず一っと住みたいと思います

③新たに作らなくても、今の施設を最大

　限に利用していく方が良いと思います

若者に働ぐ場所を！ア

竹藤葵沙子
　山崎（会社員）

①雪が降らなければ良

　い所だと思います。

②都会には出たいと思わないけど、県内

　で雪の降らない所へ行きたい。若い人

　の集まる場所がないから。

③若い人が運動をしながら楽しめるよう

　な場所が欲しい、青少年ホームみたい

　な所。……映画館が欲しいですね。

桑　原　　浩
上山（団体職員）

①まあ、住みやすいと

　思います。雪が降ら

　なければ最高ですけど。

②ず一っと中里村に住んで来たし、これ

　からも住むつもりです。

③体育施設が欲しい。宮中に村営の野球

　場があるけど、もっと近くに気軽に使

　える野球場が欲しいです。

　　　　　　　鈴木正志

　　　　　　　①まあ一いいほうだろ

　　　　　　　　うねえ一。雪が降ら

　なければ、本当にいいとこだけど。

②長男ですから家を継いで行こうと思っ

　ています。

③今、運動をするには学校の施設を利用

　するしかないし、それには制約がある

　ので、皆が自由に利用できる体育館が

　欲しいです。

鈴木悦子
　重地（会社員）

①雪が降ると交通の便

　が悪くなって住みに

　くいと思います。

②やっぱり雪の降らないところに出たい

　けど……十日町あたりでもよいと思っ

　ています。

③体育館が欲しいです。スポーッで汗を

　流したいから。

蔀 罪デ52年度成人式
　　　　　　辮　　　　　　　　　繋
53年度成人式

徳井信子
堀ノ内（会社員）

①そんなに悪くないと

　思うけど、冬がチョ

藩楽豪廉

　ッといやですね。

②都会は好きじゃないから、ここに住み

　たいです。もし出るとしても十日町あ

　たりですね。

③皆でスポーッを楽しむために、村民体

　育館が欲しいです。映画館もあればい

　いと思っています。

桐生正司
　宮中（会社員）

54年度成人式 55年度成人式

　　　　　　①いいんじゃねえぺか

　　　　　　　ねえ一。兄貴が東京

　へ行ったときの話を聞いているから、

　都会に行きたいと思わないし……。

②次男だから、ここに居るつもりはあり

　ません。十日町あたりへ住みたい。

③スポーッをやる場所が欲しい。

鷺
晒
㌘
‘

藩
蔑
　 業

ー
q
い
℃
1
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」りくづ寸ネ
充
な

　
　
　
　
　
　
　
か

の
豊

雫
　
健
康
で
明
る
い
村
づ
く
り
と
、
教
育
施
設
の
充
実
－
倉

雫
－
を
図
る
た
め
に
、
次
の
建
物
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
総
　
　
幽

竿
合
セ
ン
タ
ー
の
脇
に
健
康
管
理
施
設
が
、
清
津
峡
小
学
　
　
愈

†
1
校
と
貝
野
中
学
校
に
体
育
館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
又
　
　
愈

†
清
田
山
地
内
に
新
林
業
構
造
改
善
促
進
対
策
実
験
事
　
　
倉

愈
1
ー
業
と
し
て
、
村
民
の
憩
の
場
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
今
ー
倉

雫
回
は
こ
の
四
つ
の
事
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
皆
様
　
　
－
愈

雫
に
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
噛

　
去
年
の
十
一
月
、
焼
失
し
た
貝

野
中
学
校
の
体
育
館
の
建
設
が
、

七
月
一
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
構
造
は
鉄
筋
鉄
骨
造
平
家
建
、

面
積
五
二
六
㎡
、
総
工
費
九
千
五

百
八
十
万
円
で
す
。

　
工
事
完
成
は
、
十
一
月
三
十
日

の
予
定
で
す
。

8尉「F旬諭ロヲ診劔
　
清
田
山
の
部
落
を
ぐ
ん
ぐ
ん
と
登

っ
て
行
く
と
、
五
分
く
ら
い
で
憩
の

場
に
着
き
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
カ
　
緑
の
木
立
の
中
に
広
が

り
そ
の
向
こ
う
に
、
津
南
原
が
一
望

に
見
渡
せ
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
や
炊
事
場
に
は
木
の

テ
ー
プ
ル
や
椅
子
が
置
か
れ
て
い
て
、

と
て
も
感
じ
カ
い
い

　
家
族
・
若
者
同
志
の
キ
ャ
ン
プ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
に
は
最
高
の
場

所
で
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

〈

田

清津峡小学核体育館

と

口

口□

，

　
》

　
老
朽
化
し
た
清
津
峡
小
学
校
の

体
育
館
が
建
て
か
え
ら
れ
ま
す
。

　
鉄
筋
鉄
骨
造
平
家
建
、
面
積
六

二
八
㎡
、
総
工
費
一
億
四
百
万
円

の
体
育
館
と
な
り
、
工
事
は
七
月

一
日
よ
り
始
め
ら
れ
、
工
事
完
成

は
十
一
月
三
十
日
の
予
定
で
す
。

口皿
　今までは、各種の検診や、健康相談は総合センターで

行って来ましたが、今度新しく健康管理施設が総合セン

ターの脇に建設されます。乳幼児検診を初め各種の検診、

相談を行うとともに、村営歯科診療所が併設され・村民

の健康管理のために広く利用されます。

　総工費117，000，000円余、面積627，61㎡で12月下旬に完

成する予定です。
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第19回覇潟県

身億障害者億育六9

　参加者の熱意が大空に通じたか

のような青空の下で、汗を流しな

がら自分の限界に挑戦する選手。

心身の障害をのりこ．えて明るくプ

レーする姿に、応援する人たちも

今にも自分が飛び出さんばかりの

声援で、会場全体が暖かいおもい

やりの精神につつまれているよう

でした。

　私達の社会はいろいろな人の集

りであり、人はみなお互いに助け

合つて生きているのです。皆で障

害をもっている人に暖かい手を差

し出しましょう。

㊥
㊤
⑧
⑧
㊤
⑨

　
　
　
　
　
◎
㊧
⑳
◎
⑦

⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
井
栄
士
・
さ
ん

　
　
　
　
　
大
会
に
参
加
し
た
あ
と
、
三
日

　
　
　
　
く
ら
い
足
の
痛
み
が
と
れ
な
か
っ

　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る

　
　
　
　
の
だ
か
ら
と
考
え
て
い
て
も
、
ス　　一　一大活躍の樋ロ国車さん

タ
ー
ト
を
す
る
と
自
分
な
り
に
全

力
を
出
し
て
し
ま
う
。
こ
の
気
持

ち
は
誰
で
も
同
じ
か
と
思
う
。

　
二
市
三
郡
の
対
抗
競
技
の
成
績

は
全
力
を
出
し
切
っ
た
が
、
四
位

に
終
っ
た
。

　
中
里
村
に
帰
っ
て
来
て
、
上
山

の
遊
園
地
で
選
手
の
慰
労
会
を
行

い
、
阿
寺
山
に
陽
の
沈
む
こ
ろ
ま

で
、
一
人
も
事
故
の
な
か
っ
た
こ

と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
日
の
楽

し
か
っ
た
思
い
出
を
語
り
あ
い
ま

し
た
。

　
現
在
中
里
村
に
、
百
六
十
名
以

上
の
障
害
者
が
い
ま
す
。
障
害
の

原
因
は
個
々
に
違
い
ま
す
が
、
医

療
の
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
難

病
や
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
、
障

害
者
は
依
然
と
し
て
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
不
幸
に
し
て
障
害

者
に
な
ら
れ
た
方
も
失
望
し
な
い

で
下
さ
い
。
忍
耐
と
希
望
を
も
ち

て
努
力
す
る
中
で
、
社
会
復
帰
す

る
障
害
者
も
い
ま
す
。

　
今
後
も
村
民
の
皆
さ
ん
の
正
し

い
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

車椅子競争

　
　
　
　
　
　
荒
屋

　
　
　
　
　
　
樋
ロ
国
平
さ
ん

　
六
月
七
日
に
十
日
町
高
校
グ
ラ

ン
ド
で
、
第
十
九
回
国
際
障
害
者

年
の
県
身
障
者
体
育
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
小
千
谷
市
、
十
日
町
市
、
南
魚

沼
郡
、
北
魚
沼
郡
、
中
魚
沼
郡
の

障
害
者
と
そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
、
手
話
サ
ー
ク
ル
の
人

た
ち
等
約
六
百
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
私
は
、
砲
丸
投
、
走
巾
跳
、
ビ

ン
釣
、
障
害
競
歩
に
出
ま
し
た
。

そ
し
て
走
巾
跳
と
障
害
競
歩
と
ビ

ン
釣
競
走
に
｝
等
賞
を
も
ら
い
ま

し
た
。
後
か
ら
体
中
の
筋
肉
が
痛

く
て
痛
く
て
大
変
で
し
た
。

　
大
勢
の
人
が
い
ろ
い
ろ
な
種
目

に
挑
戦
し
、
一
日
中
本
当
に
楽
し

く
過
し
ま
し
た
。

　
来
年
は
小
千
谷
市
で
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
中
里
村
の
身
体
障
害
者

の
人
々
も
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

な
い
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
私
も

も
う
若
く
な
い
け
ど
、
来
年
も
負

け
ず
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

．
9
舗
剛
久
さ
ん

　
私
共
の
郷
に
昔
か
ら
〃
お
っ
ぺ

ば
、
だ
か
る
〃
と
言
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
国
際
障
害
者
年
、
国
だ

県
だ
、
村
だ
と
大
き
く
宣
伝
さ
れ

て
い
ま
す
。
す
る
と
我
々
障
害
者

は
、
何
か
で
か
い
贈
り
物
が
役
場

の
方
か
ら
い
た
だ
け
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
又
、
鉄
道
は

半
額
だ
、
バ
ス
も
半
額
だ
、
映
画

館
も
半
額
だ
、
そ
の
半
額
病
が
と

も
す
る
と
、
一
般
社
会
も

み
ん
な
障
害
者
は
半
額
で

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
錯

覚
を
起
し
て
、
自
分
自
身

を
甘
っ
た
れ
た
世
界
に
追

い
や
っ
て
い
る
人
が
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
の
甘

っ
た
れ
た
考
え
が
色
々
な

面
に
ハ
ン
デ
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
て
来
ま
す
。

　
我
々
障
害
者
に
は
、
そ

の
気
持
ち
が
一
番
よ
く
な

い
ん
で
す
。
私
の
知
っ
て

い
る
人
は
、
人
一
倍
の
年
　
　
鷺

月
を
か
け
て
大
学
を
卒
業

し
、
埼
玉
県
の
小
学
校
の

教
員
に
採
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
障
害
者
教
員

の
第
一
号
だ
そ
う
で
す
。
幼
な
い

時
小
児
マ
ヒ
で
右
足
と
右
手
が
悪

く
、
文
字
は
左
手
で
書
き
ま
す
。

　
彼
は
教
職
で
障
害
者
の
後
輩
の

た
め
に
懸
命
な
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
登
山
、
水
泳
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
ス
ポ
：
ツ
を
や
り
、
ほ
か

の
先
生
方
の
手
を
か
り
ま
せ
ん
。

　
努
力
は
自
分
の
た
め
で
な
く
、

「
障
害
者
は
だ
め
だ
、
教
職
に
は

向
か
な
い
と
県
教
育
委
員
会
が
、

今
後
障
害
者
の
採
用
を
取
り
や
め

ら
れ
る
と
後
輩
が
迷
惑
す
る
か
ら

僕
は
ひ
た
向
き
な
努
力
を
す
る
」

と
言
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
様
も
、
〃
お
っ
ぺ
ば
、
だ

か
る
〃
様
な
甘
っ
た
れ
た
考
え
は

や
め
て
、
自
分
に
で
き
る
事
を
精

一
杯
努
力
し
て
、
よ
り
一
層
幸
福

な
人
生
を
送
っ
て
下
さ
い
。

開会式のもよう
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従
来
の
農
地
法
に
よ
る
賃
貸
借

で
は
、
一
度
農
地
を
他
人
に
貸
す

と
耕
作
権
が
発
生
し
て
、
離
作
料

を
払
わ
な
い
と
取
り
返
す
こ
と
が

で
き
な
い
な
ど
の
不
安
が
あ
り
、

農
地
法
に
基
づ
か
な
い
農
地
の
貸

し
借
り
（
ヤ
ミ
小
作
）
が
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
農
用
地
利
用
増
進
法
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
農
用
地
の
有
効

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
従
来
の

各
種
施
策
を
集
約
し
新
し
い
農
用

地
利
用
増
進
事
業
と
し
て
、
仕
組

み
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
新
し
い
農
地
制
度
は
、
今

ま
で
の
農
地
制
度
と
異
な
り
地
域

農
政
推
進
活
動
等
に
お
け
る
、
集

落
や
農
業
者
の
自
主
的
な
話
し
合

い
の
中
で
合
意
を
形
成
し
、
そ
れ

を
も
と
に
安
心
し
て
農
地
の
貸
し

借
り
な
宏
を
す
す
め
る
制
度
で
す
。

　
新
し
く
設
け
ら
れ
た
農
用
地
利

用
増
進
法
で
は
、
①
利
用
権
設
定

等
促
進
事
業
　
②
農
用
地
利
用
改

善
事
業
　
③
農
作
業
曇
委
託
促
進

事
業
の
三
つ
の
事
業
が
仕
組
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
利
用
権

設
定
等
促
進
事
業
に
つ
い
て
申
し

述
べ
ま
す
。

　
農
用
地
の
貸
し
借
り
や
、
売
買

を
行
う
場
合
に
、
農
地
法
に
よ
ら

な
い
で
農
業
委
員
会
が
、
農
家
の

申
し
出
に
よ
っ
て
権
利
の
設
定
、

移
転
計
画
を
ま
と
め
た
「
農
用
地

利
用
増
進
計
画
」
を
作
成
し
、
農

業
委
員
会
の
決
定
を
経
て
公
告
す

る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
農
用

地
の
貸
し
借
り
等
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
農
地
を
貸
し
借
り

し
た
場
合
は
、
双
方
で
決
め
た
期

間
が
来
れ
ば
必
ず
貸
し
手
の
元
に

い
っ
た
ん
農
地
は
返
さ
れ
ま
す
。

★
貸
し
手
に
は
一
回
限
り
で
す
が

　
流
動
化
奨
励
金
が
で
ま
す
。

　
〔
農
地
1
0
a
当
り
一
万
円
（
期

　
間
三
年
マ
五
年
）
二
万
円
（
期

　
間
六
年
以
上
）
〕

軽
自
動
車
税
－
月
割
課
税
の
廃
牛

　
軽
四
輪
自
動
車
や
小
型
二
輪
車

を
年
の
途
中
に
取
得
し
た
場
合
、

月
割
で
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
税
法
の
改
正
に
よ
り

五
十
六
年
度
か
ら
こ
の
制
度
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
』

　
軽
自
動
車
税
は
、
す
べ
て
四
月

と
き
に
限
り
現
行
の
三
％
の
ま
ま

で
す
）
こ
れ
は
昭
和
五
十
六
年
七

月
一
日
以
降
の
取
得
分
か
ら
適
用

に
な
り
ま
す
。

②
特
例
適
用
住
宅
「
延
床
面
積
一
六

五
㎡
以
下
で
、
評
価
格
が
一
㎡
あ
た

り
八
七
、
○
O
O
円
以
下
の
住
宅
」

を
新
築
し
た
場
合
の
住
宅
控
除
額

が
一
戸
に
つ
き
七
〇
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
四
二
〇
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
適
用
は
昭
和
五
十
六
年

七
月
一
日
以
降
の
取
得
か
ら
で
す
。

　
な
お
、
住
宅
控
除
の
適
用
を
受

け
る
に
は
、
新
築
後
六
十
日
以
内

に
不
動
産
取
得
申
告
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
十
日
町
財
務
事
務
所

ま
で
。
（
費
〇
二
董
七
量
＝
）

一
日
現
在
の
軽
自
動
車
の
所
有
状

況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

★
年
度
途
中
に
譲
渡
や
廃
車
等
を

　
し
て
も
還
付
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

不
動
産
取
得
税

　
　
改
正
の
お
知
ら
せ

　
不
動
産
取
得
税
の
税
率
と
特
例

適
用
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
の
、

住
宅
控
除
額
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
に
な
り
ま
し
た
。

①
土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
と
き

に
課
税
さ
れ
る
不
動
産
取
得
税
の

税
率
が
、
現
行
の
三
彩
か
ら
四
妬

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
な
お

住
宅
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一

年
六
月
三
十
日
ま
で
に
取
得
し
た

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
樫
自
勤
車
税

の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？
p

　
農
機
具
で
あ
っ
て
も
、
乗
用
装

置
の
つ
い
た
も
の
（
ト
ラ
ク
タ
L

コ
ン
バ
イ
ン
、
け
ん
引
装
置
の
つ

い
た
耕
う
ん
機
等
）
は
軽
自
動
車

税
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
申
告

を
し
て
下
さ
い
。
こ
の
申
告
を
さ

れ
た
所
有
者
に
は
ナ
ン
バ
ー
標
識

が
交
付
さ
れ
ま
す
し
、
農
業
所
得

の
標
準
外
控
除
の
適
用
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

◎
軽
自
動
車
税
課
税
対
象
に
な
る

　
農
機
具
の
大
き
さ

・
総
排
気
量
　
一
五
〇
〇
㏄
以
下

・
高
さ
　
　
　
二
m
以
下

・
長
さ
　
　
　
四
、
七
m
以
下

・
幅
　
　
　
一
、
七
m
以
下

★
申
告
の
手
続
き
は
、
印
鑑
を
持

　
参
の
上
、
税
務
課
ま
で
。
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ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
て

　
　
　
村
史
編
さ
ん
総
括
監
修
者

　
　
　
　
　
　
竹
内
　
道

　
中
里
村
史
の
編
さ
ん
に
つ
い
て

参
加
協
力
の
依
頼
を
受
け
た
の
は
、

昭
和
五
十
二
年
の
春
ご
ろ
で
あ
っ

だ
か
と
思
い
ま
す
。
斉
藤
大
馨
前

教
育
長
と
小
柳
定
夫
前
公
民
館
長

お
二
方
の
来
訪
を
受
け
て
、
い
ろ

い
ろ
と
お
話
を
承
り
ま
し
た
。

　
村
史
編
さ
ん
事
業
は
高
次
元
の

行
政
の
仕
事
で
あ
る
の
で
、
そ
の

見
識
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
次

第
で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
難
事

業
で
あ
り
、
重
労
働
で
す
の
で
、

自
分
の
非
力
を
顧
み
幾
度
か
辞
退

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
お
二
方

の
誠
意
と
重
々
無
尽
の
因
縁
に
は

勝
た
れ
ず
専
門
委
員
を
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
年
の
三
月
三
十
一

日
の
専
門
委
員
会
の
出
席
を
皮
切

り
に
数
回
の
会
合
を
持
ち
、
村
史

の
お
お
よ
そ
の
構
想
、
目
次
、
内

容
の
骨
組
み
が
で
き
、
こ
の
間
に

各
専
門
委
員
の
調
査
、
研
究
も
村

民
の
協
力
を
得
て
進
捗
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
村
の
政
局
の
交

替
が
あ
っ
た
の
で
、
私
と
し
て
は

公
務
と
寺
務
と
外
の
執
筆
の
仕
事

で
体
力
的
に
も
、
限
界
を
感
じ
て

い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
機

会
に
辞
任
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
新
政
局
が
整
っ
て
、

軌
道
に
乗
り
、
村
史
は
継
続
し
て

雄

編
さ
ん
す
る
こ
と
に
な
り
、
樋
口

教
育
委
員
会
庶
務
課
長
と
斉
藤
前

教
育
長
の
来
訪
を
受
け
て
、
再
び

村
史
の
総
括
監
修
を
懇
願
さ
れ
ま

し
た
。
μ
歴
史
学
”
を
一
応
専
攻
し

て
い
る
私
と
し
て
地
方
史
の
研
究

や
編
さ
ん
に
少
し
で
も
貢
献
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
は
、
人
後

に
落
ち
な
い
つ
も
り
な
の
で
す
が
、

十
分
お
役
に
立
て
る
自
信
が
な
い
、

前
述
の
身
辺
の
事
情
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
迷
い
ま
し
た
。
だ
が
結
局
、

三
顧
の
礼
を
い
た
だ
い
た
身
の
光

栄
と
み
ょ
う
り
を
思
い
鴛
馬
に
鞭

打
っ
て
知
遇
に
お
報
い
す
る
決
意

を
固
め
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
に
も
地
方
史
研
究
の
第
一

線
に
ご
活
躍
中
の
専
門
委
員
の
先

生
方
が
、
も
う
大
部
仕
事
の
成
果

を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
立
派

な
村
史
が
編
さ
ん
さ
れ
る
こ
と
は

期
し
て
侍
つ
べ
き
も
の
が
あ
り
ま

す
。
村
史
編
さ
ん
の
仕
事
は
、
日

本
歴
史
の
未
開
拓
分
野
の
解
明
と

先
人
の
業
績
と
努
力
の
発
掘
、
顕

彰
と
い
う
光
栄
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
村
民
一
致
協
力
し
て
、
こ
の
大

栄
を
完
遂
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
〈
竹
内
道
雄
氏
紹
介
V

　
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

　
十
日
町
市
四
日
町
神
宮
寺
住
職
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女性と年金
＝・国民年金一

　最近の日本は、世界有数の

長寿国となりました。女性の

平均寿命は78，89歳に達しま

した。好むと好まざるにかか

わらず、老後はだれにでもや

ってきます。

　女性の一生をたどってみま

すと、25歳で結婚、末っ子が

結婚して独立するころが55歳

その時から夫との2人暮しの

生活が18年も続きます。さら

に夫の死亡後、8～10年間妻

は1人暮しの期間があるので

す。

　核家族化が進み、子供たち

から経済的扶養も期待できな

いとしたら、どのように老後

の生活を支えていったらよい

のでしょうか。最近貿老後の

生活は年金で”あるいは鮒老

後の生活設計は年金を柱とし

て”と考えている人が多いよ

うです。ご主人が厚生年金に

加入されている奥さん、「老

後は主人の年金があるから」

と安心していませんか。万一

ご主人に先立たれれば、たち

まち年金は半額になります。

　豊かな老後の生活のために

は、夫の年金だけに頼らず、

あなた自身も覗自分の年金”

が持てるようにしましょう。

サ非マン魂さん

麟瞬璽1

き
れ
い
な
花
だ
ね
え
～

　
村
民
教
養
講
座

　
　
　
　
　
（
貝
野
地
区
）

　
六
月
八
日
、
貝
野
地
区
で
野
外

観
察
と
山
菜
試
食
会
の
講
座
が
、

貝
野
中
学
校
長
相
沢
陽
一
氏
を
迎

え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
畑
で
草
取
り
を
し
て
い
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
て
、
万
田
倉

を
め
ざ
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
道
端
に
咲
い
て
い
る
草
花
の
美

し
い
こ
と
。
　
「
ヘ
エ
ー
、
こ
っ
け

の
花
が
あ
ら
ん
だ
ん
が
の
ー
」
と

驚
く
人
。
　
「
ウ
フ
フ
、
先
生
こ
れ

は
ヨ
バ
イ
草
と
い
わ
ん
で
す
か
」

「
そ
れ
は
ミ
ゾ
ソ
バ
と
い
う
ん
で

す
よ
」
　
「
そ
う
や
ん
か
の
ー
」
と

残
念
そ
う
な
人
な
ど
、
参
加
者
は

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
ハ
ハ
コ
グ
サ
、
忘
れ
な
草
、
ヤ

エ
ム
グ
ラ
、
キ
ウ
リ
グ
サ
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
草
花
を
観
察
し
ま
し

た
。
　
山
を
下
り
て
か
ら
の
山
菜
試
食

会
で
参
加
者
は
、
珍
ら
し
い
山
菜

に
舌
づ
つ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

－
轍
・
・

棄
へ

よくみるとかわいい花ですねえ～

人
ご
と
で
は

　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん

ー
青
少
年
の
非
行

　
毎
日
の
よ
う
に
青
少
年
の
犯
罪

の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
中
里
村
で
も
五
十
五

年
度
だ
け
で
も
、
刑
法
犯
が
五
人

特
別
法
犯
二
人
が
補
導
さ
れ
、
毎

年
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
と
か
く
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

人
ご
と
の
よ
う
に
考
え
が
ち
で
す

が
、
そ
の
油
断
が
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
よ
う
な
事
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
い
時
か
ら
の
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
が
一
番
大
切
で
す
が
、
青

少
年
の
非
行
問
題
は
地
域
ぐ
る
み

で
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
昨
年
青
少
年
育
成

村
民
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
、
こ
の

会
に
入
会
さ
れ
、
青
少
年
が
健
や

か
に
育
つ
よ
う
お
互
い
に
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

清
流
に
陣
ど
る

六
月
二
十
一
日
、
清
津
橋
の
下

で
中
魚
沼
漁
協
に
よ
る
、
ニ
ジ
マ

鵬瀬
盤慧

騰灘熱

灘
鑓
霧

　
　
　
ス
釣
大
会
が
開
か
れ
ま

　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
ニ
ジ
マ
ス
を
最
高
七

　
～
　
ぞ
キ
ロ
も
釣
り
あ
げ
た
人

　
い
　
が
出
る
な
ど
、
参
加
者

　
ま
　
う
　
は
初
夏
の
清
流
を
心
ゆ

　
ま
　
さ
　
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
る

　
え
　
よ
う
で
し
た
。

　
の

　
れ
　
　
中
魚
沼
漁
協
で
は
、

　
お
　
今
年
三
回
に
わ
た
っ
て

　
　
　
サ
ケ
四
十
万
匹
、
サ
ク

　
　
　
ラ
マ
ス
一
万
二
千
匹
、

ヤ
マ
メ
ニ
万
五
千
匹
、
ア
ユ
七
万

二
千
匹
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
地
元
で
フ
カ
し
た
サ
ケ

が
産
卵
に
登
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。毒

なかなかいいねえ～

　　　夫婦で登場東田尻・山田正一郎、則江さん

一知り合ったきっかけは、「福島でブルトーザーの運転手をしていたとき、彼女の家
が現場の近くにあって、昼めしを食べさせてもらったのがはじめだの一」、　「それから

彼女の入っている歌声サークルの仲間に入れてもらったんが縁だなあ一」
一奥さん、中里村の第一印象は、「5月に来たんだけど、まだ雪があったことと、山
が大きくておどろきました」　「あとは言葉がねエー・サベラレル・カタッテコイ・タイ

シタモンダ、なんて言われてもチンプンカンプンでした」
一お互いのどんなところに魅かれましたか。だんなさん「やさしくて、おもいやりの
あるところ」。奥さん「たよりがいがあって、たくましいところ」。笑顔の絶えない、

明るい夫婦でした。
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小
松
原
に
ス
ク
カ
劣
嬬

　
国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開
発

事
業
の
第
二
地
区
小
松
原
工
区
の

開
発
が
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら

始
め
ら
れ
、
よ
う
や
く
こ
の
度
キ

ャ
ベ
ツ
の
作
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
作
付
予
定
面
積
は
全
体
の

四
彩
に
あ
た
る
二
・
七
㎞
に
キ
ャ

ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
レ
タ
ス
の
栽

培
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
北
陸
管
内
で
は
初
め
て
と
い
う

標
高
約
一
〇
〇
〇
m
の
小
松
原
の

作
付
は
、
新
潟
県
高
冷
地
セ
ン
タ

ー
の
技
術
指
導
を
う
け
て
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
津
南
町
地
区
で
栽
培
さ
れ

た
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
品
質

が
よ
く
、

　
　
　
関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い

ま
し
た
。

　
全
体
計
画
で
は
、
六
七
・
一
㎞

が
開
拓
さ
れ
、
入
殖
予
定
者
三
十

一
名
は
高
冷
地
で
の
野
菜
作
り
に

大
き
な
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま

す
。

百月17日　小松原起工式

ゴ
ミ
を

捨
て
て
い
ま
せ
ん
か

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
中
里

分
会
に
よ
る
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の

巡
視
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
前
に
比
べ
て
不
法
投
棄
は
減

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
人

の
目
に
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
や
、

捨
て
て
し
ま
え
ば
わ
か
ら
な
く
な

る
川
へ
の
投
棄
は
、
依
然
と
し
て

あ
り
ま
し
た
。
　
「
人
に
み
つ
か
ら

な
い
よ
う
に
し
て
捨
て
て
し
ま
え

ば
こ
っ
ち
の
も
の
」
と
い
う
よ
う

な
考
え
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ゴ
ミ
収
集
計
画
表
に
よ
っ
て
、

き
ち
ん
と
き
ま
り
を
守
っ
て
捨
て

る
よ
う
に
、
皆
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

ながめがいいですねえ～

乏
～
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
、
Z
、
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
、
Z
Z
Z
、
Z
Z
Z
ミ

引
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つ
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「
歯
を
み
が
く
こ
と
、
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個
　
歯
が
あ
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の
で
年
中
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い
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～
な
い
と
痛
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る
ん
で
す
よ
・
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膚
　
N
　
l
ー
子
供
た
ち
の
印
象
は

欝
㊧
囑
唱
鴇

「
前
に
い
た
学
校
が
高
校
だ
っ
た

の
で
、
今
度
こ
こ
に
来
て
中
学
生

な
の
で
、
自
分
よ
り
背
の
低
い
子

が
大
勢
に
な
っ
て
、
と
て
も
可
愛

い
い
で
す
。
」

ー
教
育
方
針
は

「
授
業
の
中
で
、
全
員
に
一
回
だ

け
は
発
言
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
授
業
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
し
た
な
あ
ー

　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
気
持

ち
を
持
た
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
」

1
父
兄
に
望
む
こ
と
は

「
家
の
お
手
伝
い
を
い
っ
ば
い
や

ら
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
」

一青年大会一三町村の若者中里村で熱戦

〔羽球〕

津南町

川西町

みごとに決ったスマッシュ

飲酒運転
　　　ワースト1位に

　昨年1月から12月までの1年間

に飲酒運転で検挙された村民の数

は、免許人口1，000人当り14．8

人と県内で最悪の数字を記録しま

した。

　このため村では6月4日から1

週間、十日町警察署、中里村交通

安全協会、交通指導員の協力を得

て対策本部を設置しました・

　公開取締まりでは村長自ら街頭

に立ち、通行する1台1台あ車輌

に飲酒運転追放を呼びかけました。

飲酒運転しないようにノ

食顛野球埼尋

⑭プレーボール⑭
朝5時30分、信濃川から吹くさ

わやかな風の中で、10チームの選

手が毎朝熱戦をくりひろげていま

す。

まだねむいよ8～

津南財・川西町・中里村の若者が、日ごろ鍛えた腕を競いあいました。

どこの会場も汗と若さと熱気であふれていました。

　　　　　〔野球〕　　レぜスケット〕　〔バマール〕　〔バレー姿惑一鳩　　　〔卓球〕

　一位　　中里村　　　中里村　　　津南町　　　川西町　　　津南町

　二位　　川西町　　　川西町　　　川西町　　　津南町　　　川西町

　三位　　津南町　　　津南町　　　中里村　　　中里村


